
学術委員会での協議状況（詳細別紙） 

1. 論文のカテゴリー（ 発表テーマ案）について 
  ・ ｖｉｓｉｏｎ20/20の内容、日本側からの提案内容  
  ・ その他の安全に関する論文で日本の活動を発信。 
    現場の泥臭い活動もＯＫ    
 

2. 発表のイメージ 
  ・ １コマ３０分（質疑/応答込）、 １５分のショートプレゼンも採用予定 
  ・ 発表は日本語でもＯＫ（同時通訳あり）   等 
 

3. 論文募集要項 
      論文エントリー        ４月末まで 
        ↓  
      論文の採否を学術委員会で判断 
        ↓ 
      論文の採否結果を連絡   ５月末 
        ↓ 
      発表用プレゼン資料提出  ７月初旬  
 

4. 予稿集の作成について 
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学術委員会での協議状況 
1. 発表テーマ (案) 
 Vision 20/20 Five Industry Tenets (産業のための5つの主張) 
 A Committed Culture (安全文化) 
 Vibrant Management System (管理システム) 
 Disciplined Adherence to Standards (スタンダード(基準)の徹底遵守) 
 Intentional Competency Development (意図的な技量開発) 
 Enhanced Applications of Lessons Learned (教訓の適用・応用) 

 Vision 20/20 Four Societal Themes (4つの社会的テーマ) 
 Enhanced Stakeholder Knowledge (ステークホルダーの知識向上) 
 Responsible Collaboration (責任あるコラボレーション) 
 Harmonization of Standards (スタンダード(基準)の調和) 
 Meticulous Verification (綿密な検証) 

 日本側からの提案 
 Human Factor (ヒューマンファクター) 
 Inherently Safer Design (本質安全設計) 
 Advanced Safe Technology (高度な安全技術) 
 Prevention of runaway reaction (暴走反応の防止) 
 Process Safety Leadership (プロセス安全のリーダーシップ) 
 Internet of Things & Big Data & Smartification (IoT/ビッグデータ/スマート化) 
 Natural Disaster (自然災害) 
 Kaizen 5S (カイゼン/5S) 
 Cyber Security (サイバーセキュリティ) 

 
 

             



学術委員会での協議状況 
2. 発表のイメージ 

 1コマ30分(質疑/応答込み)が基本。但し、15分(質疑/応答込み)のショートプレゼン
も採用予定。 

 発表枠として、2日間で36コマ準備 (6コマ×3トラック×2日間) 
 海外勢の発表と日本からの発表がほぼ半々となる予想 
 発表は日本語でもOK (同時通訳あり)。スライドは英語入りが望ましい 
 2画面使用。(日本語版と英語版を別々のスクリーンに映す、或いは日本語・英語併

記の資料を同時に2画面に映す、の選択が可能) 

3. 論文募集スケジュール 
 論文エントリー・・・タイトル、テーマ分類、ロング/ショート/ポスターの希望、アブスト

ラクト(英文400語以内)、氏名、会社名、メールアドレスを付けて、安全工学会のメー
ルボックスに送付・・・4月末まで 
応募のためにテンプレートを作成し、安全工学会WEBから入手できるようにする 

 学術委員会でTechnical Programを編成・・・内容次第で15分になったり、ポスターに
なる可能性もある 

 学術委員会から各エントリー者に論文の採否結果を連絡・・・5月末 
 発表用プレゼン資料提出締め切り・・・7月初旬 
なお、論文提出に関する相談窓口を学術委員会に設置予定 

4. 予稿集、議事録の作成について 
 予稿集はアブストラクトをベースに編成 (会議当日に配布) 
 CCPSに提出した発表資料で公開可能なものを、後日WEBでダウンロード可能とする 
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5. 学術委員会 (Technical Planning Committee)メンバー (敬称略) 
 日本側 
 宮田 栄三郎  (住友化学) 
 後藤 慎一郎  (三井化学) 
 渋谷 久  (東燃ゼネラル石油) 
 中川 昌樹  (三菱化学) 
 新井 充  (東京大学) 
 鈴木 和彦  (岡山大学) 
 熊崎 美枝子 (横浜国立大学) 
 清水 芳忠 (神奈川県産業技術センター) 
 平尾 雅彦  (東京大学) 
 武田 和宏  (静岡大学) 
 渕野 哲郎 (東京工業大学) 

 海外側 
 Vivek Bichave (Reliance Industries Ltd) 
 Charles Crowley (CCPS) 
 Mahesh Murthy (SABIC) 
 David Moore (Acutech Consulting) 
 Dr. Aldeeb Abdulrehman (Siemens Energy Inc.) 
 Srinivasan Ramabhadran (Dupont Singapore) 
 Dr. Barun chakrabarti (L&T Hydrocarbon Engineering Limited) 
 Jhittiwa Keeampai (Map Ta Phut Tank Terminal) 
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